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研究成果の概要（和文）：本研究では、現代中国における農村社会の流動化がアクターの多元化

と「党―政―民」の関係性の再編をもたらしたことを考察した。とくに農村社会の新たなアク

ターとしての「大学生村官」に着目し、党・国家のアクターとしての側面と民間社会の非政治

的・半政治的アクターとしての側面の両面性を析出した。その結果、現代中国農村では、アク

ターの多元化が進む一方で、党・国家の影響力が民間社会に浸透していることを明らかにした。 

 
研究成果の概要（英文）：This research discussed that rural society have become fluid in 
contemporary China, and this brought about pluralization of actors and reorganization 
of the relations between“party, government, and people”. This research paid a special 
attention to “university students village government officials” as a new actor in rural 
society, and analyzed its’features both as a party-state actor and non-political / 
semi-political actor in private society. In so doing, it made clear that the pluralization 
of actors have advanced in contemporary Chinese rural areas, while the influence of 
party-state have been penetrated into private society. 
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１．研究開始当初の背景 

現代中国の基層社会研究は、改革・開放以

降、農村部において実証的な研究が精力的に

進められてきた。とくに、近年は、改革・開

放期の市場経済化が基層社会の流動化を促し、

その過程で顕在化するアクターの多元化の現

象を如何にして分析するかが問われている。

たとえば、田原史起「中国農村政治研究の現

状と課題―村落政治のアクター分析に向けて

―」(『アジア経済』Vol. 46, No. 1、アジア

経済研究所、2005年1月)はアクターの分析課

題を論じ、その発端を切り拓いた。また、近

年では、中国人研究者もこの問題に関心を寄

せ、呉毅「“権力―利益的結構之網”与農民
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群体性利益的表達困境―対一起石場糾紛案例

的分析―」(『社会学研究』総131期、中国社

会科学院社会学研究所、2007年9月)といった

アクターの実証分析も行われるようになって

きた。 

 他方、基層社会の多元化は、必然的に政治

制度にも変化を迫る。とくに、1998年を契機

として、行政機構改革も大胆に進められるよ

うになり、1980年代以降農村で進められてき

た村民自治制度の導入と相俟って、この分野

に関する研究は近年盛んになった。たとえば、

中国では、叶富春『利益結構、行政発展及相

互関係』(社会科学文献出版社、2004年)とい

った業績もみられ、市場経済化に伴うアクタ

ーの多元化・利益構造の変化と行政機構改革

の関連性を分析している。その結果、国家と

社会とが直接対峙する基層社会、とくに農村

地域における多元化と政治制度改革との関係

性の探求は、行政機構改革の課題の一つとし

て注目されている。 

 このような基層社会研究の動向に照らし
て、本研究は、アクターに焦点を当てながら、
東部沿海地域の農村部のコミュニティ再編
と村民自治制度の導入にみられる行政組織
の変化の動向を比較考察することにより、多
様に展開する基層社会の変化と一元的な統
合を追及する国家建設との関係性のあり方
を実証的に検証することにより、現代中国の
基層社会研究の発展に寄与しようとするも
のである。 
 

２．研究の目的 

 本研究は、改革開放期の基層社会で展開さ
れているアクターの多元化とそれに対応し
た行政機構改革に焦点を当てながら、農村地
域で進行しているアクターの多元化のプロ
セスを「党―政―民」関係から分析し、自治
制度を導入する基層社会の政治社会構造の
変動の実態を考察することを目的としてい
る。 
とくに平成 20～22 年度の研究期間におい

て、以下の 3 つの論点について考察を進める
ことを目的とした。 
第一に、これまでの基層社会研究を自律

化・多様化する民間の社会・利益集団の興隆
と「党―政―民」の関係性の変化の視点から
再整理し、それに基づいて基礎的な資料を整
理することである。 
第二に、申請者が実施してきた江蘇省農村

部の実地調査を継続的に調査すると共に、そ
れを比較の基点としながら、他の東部沿海地
域の基層社会の実地調査を行い、多様な基層
社会の基礎資料を開拓することである。 
第三に、実地調査を踏まえ、基層社会の「社

区」(Community)の再編のプロセスを跡付け
ることにより、多様に展開する基層社会の変

化過程における地域に特殊な問題性と国民
国家レベルに共通な問題性を考察すること
である。 
以上の論点を通して、基層社会の実態の考察
を進め、国民国家レベルの政策が基層社会の
政治社会にどのような影響を与えているの
かどうかを考察した。 
 

３．研究の方法 

本研究は、コミュニティの再編とアクター
の多元化に関連した基層社会・行政機構改革
に関する先行研究を整理する一方、実地調査
を行うことにより上記の研究目標を達成す
ることを試みた。とくに詹成付主編『中国農
村村民自治報告(一)／2005-2007 年全国村民
委員会選挙工作進展報告』(中国社会出版社、
2008 年)、張高陵『中国共産党与中国社会工
作』(中央文献出版社、2009 年)、傅寧軍『大
学生“村官”』(江蘇人民出版社、2009 年)等
の研究書、『郷鎮論壇』『中国行政管理』『江
海学刊』等の学術雑誌、『人民日報』『新華日
報』等の新聞資料を通して、村民自治や「党
―政―民」といった各アクターの動向を整理
した。また、2008 年に江蘇省常州市周辺の農
村地域、並びに 2009 年に山東省青島市・烟
台市周辺の農村地域へのヒアリング調査を
実施し、基層社会の変化の過程における「党
－政－民」の関係を考察した。以上の研究活
動の結果として、学会・研究会報告および論
文作成という形で、その成果を公表した。 
 
４．研究成果 
本研究では、以上の研究目的・方法を踏まえ
て、主として、(1)農村地域のアクターの多
元化がもたらす農村統治の問題性、(2)アク
ターとしての共産党の役割、(3)アクターと
しての「村官」にみる農村統治の行方、の 3
点を明らかにした。 
 
(1) 農村地域のアクターの多元化と農村統治

の問題性 
 

農村地域のアクターは、改革開放期の農村
の政治社会の変化と共にそれを支えるアク
ターの多元化をもたらし、近年、それに関す
る考察の重要性が高まっている。たとえば、
上述の田原史起の研究では、人民公社期まで
の農村地域のアクターが幹部－大衆という
二元的構造で捉えられていたのに対して、両
者の間に企業家、宗族、「大社員」をはじめ
として、市場経済化の過程において生まれて
きた中間レベルのアクターが注目されるよ
うになり、三層構造の枠組みで多元化するア
クターの関係性を分析する必要性が指摘さ
れている。このことを農村統治の問題に照ら
してみると、農村の政治社会のアクターが多
元化し、その中でも従来のような国家と社会



 

 

との二元的な関係の中に単純に包摂できな
い非政治的・半政治的なエリートが影響力を
拡大させつつあることを示している。 
また、農村の政治社会では、大衆レベルに

おいても軽視できない変化があらわれた。そ
の一つに、改革開放以降の中国農村では、市
場経済化の浸透によって、農民の非農業への
就業を促進させ、農民の流動化が進んできた
ことがあげられ、さらには農民の両極化がも
たらされたことがあげられる。たとえば、農
民工については所得格差が問題となってい
るばかりでなく、近年では農民工として流出
する地域の荒廃の問題、また留守家庭児童な
どをめぐる農民工の子女教育の格差問題と
いった様々な格差問題が顕在化している。こ
れらの諸問題はいわゆる「三農」問題として
取り上げられており、大衆レベルの流動化が
基層社会の統治そのものを不安定化させて
いることに対する危惧を示している。 

農村地域における市場経済化が、中間レベ
ルの非政治的アクターの興隆とその多元化
をもたらすと同時に、大衆レベルにおける流
動化が農民層の分解さえもたらしているこ
とにより、農村統治の問題は深刻化する。す
なわち、市場経済化と共に変動する農村地域
の政治社会に対峙して、その多元化するアク
ターとその社会層を如何にして嚮導し、その
統治能力を向上させるかが問題となった。 
 
(2)アクターとしての共産党の役割－山東省

の社区建設の事例から 
 
基層社会における共産党のリーダーシッ

プに関して、市場経済化の浸透に伴い農民工
をはじめとする人口の流動化、既存のコミュ
ニティ組織としての「単位」に属さない人々
の増加、私営企業をはじめとる経済的なアク
ターの多元化、人々のニーズの多様化といっ
た諸現象が現れ、これまでの共産党の指導の
在り方にも再考が求められるようになった。
近年、これらの社会変動に対応した基層社会
のコミュニティの再編が社区建設として進
められ、共産党の指導の在り方が問われた。
つまり、基層社会における党のリーダーシッ
プの在り方は、市場経済化に伴う政治社会の
変化、あるいはアクターの多元化といった社
会変動を如何にしてコントロールするかそ
の成否が問われる側面が強まったのである。 
山東省における社区建設をみると、そのプ

ロセスにおいて、基層社会の共産党組織を介
して、中央政府の政策が大きな影響力を与え
ていることが指摘できる。つまり、党・国家
のリーダーシップの下、中央－省－社区とい
う多層的な意思決定が末端の基層社会まで
貫徹している状況がみられる。とくに青島市
では、「一社区一党支部(総支部、党委員会)」
の原則が掲げられ、一つの住居ビルに党組織

を建設する「楼組党建」の試みやブロック(網
格)を活用した管理が進み、社区内部のネッ
トワークを活用しながら党の影響力が浸透
している。周知のように、中国では中央政府
の政策が実施される際に地方間の差異が著
しくなる傾向性があるが、山東省青島市では、
党並びに中央政府の執政能力の向上を進め
る目的が、社区建設の過程で効率的に反映・
実施されている状況が観察された。 

また、この社区建設の過程において、党が
伝統的な「徳治」の方法を用いていることも
特徴的である。たとえば、調査地における党
支部での活動では、党の基本綱領・基本理
念・基本路線をもって指導し、広範な愛国主
義、集団主義、社会主義学習の宣伝、社会の
公徳、職業道徳、家庭美徳の教育活動を通し
た「徳治」の教化作用が社区建設に活用され
ていることが強調されていた。それは、党の
リーダーシップが、社区の組織化といった機
能的側面ばかりでなく、それを実施する際に
社区に内在する伝統的な徳治の社会的資源
を活用して行われていることがうかがわれ
る。 

換言するならば、それは伝統的な中国の指
導者のイメージと重なる部分が大きい。現代
中国における国家・社会関係は、近年「半国
家／半社会」と特徴づけられるようになって
いるが、中国の政治文化の内発的な視点を取
り入れるならば、市場経済化の過程で生じた
社会の自律性の向上は、あくまでも国家によ
る「民を養う」という教化・指導の考え方を
基にして達成されたと考えることも可能で
あり、それは必然的に国家・社会関係が本来
的に有している両者の対立的契機を曖昧化
し、中国型の国家・社会関係を形成する一因
を成している。その結果、基層社会における
アクターとしての党は、市場経済化の過程に
あって、基層社会の社会的資源を動員しなが
ら、その影響力を拡大させている状況が観察
された。 
 
(3)アクターとしての「村官」にみる農村統

治の行方－江蘇省の事例から 
 

江蘇省では、近年、大学生を「村官」に積
極的に登用する政策が実施されている。2005
年に中共中央・国務院による「高等教育の卒
業生が基層で就業することを引導・奨励する
ことに関する意見(関于引導和鼓励高校卒業
生面向基層就業的意見)」が出され、大学生
を「村官」に任用する「大学生村官計画」の
政策が全国に広まったことがその一つの背
景にある。また 2008 年 10 月に開催された党
の第 17 期 3 中全会で決定された「一村一名
大学生計画」を受けて、江蘇省党委員会・省
政府が「一村一社区一名大学生」計画の実施
を決定し、2009～2012 年にかけて、その全面



 

 

的な実現が目指された。2009 年 6 月 28 日、
南京人民大会堂で省党委員会・省政府が主催
する第 3回高等学校卒業生の村(社区)任職の
歓送大会において、江蘇省党書記の梁保華が
講話を行い、江蘇省では 2007 年から大学卒
業生の「村官」への任用が進み、2009 年に新
たに 5,010 名が加わり、全省で総数 12,000
名を越えている状況を紹介しながら、大学生
村官が農業の発展に尽力し、新農村建設に重
要な貢献を果たしていることが強調された
ことは、江蘇省における大学生村官の政策的
重要性がうかがわれる。それは、農村社会に
おける新たなアクターとして大学生村官が
注目されつつある状況を示している。 
このようにして注目された農村社会の新

たなアクターとしての大学生村官は、農村社
会に様々な影響を与えている。第一に、大学
生村官は、村幹部の補佐として党・国家のア
クターの一翼を担いながら、その専門的な知
識を活かして、農村社会の様々な問題の対処
に当たり、農民へのサービスを提供している
ことである。たとえば、江蘇省呉江市震沢鎮
では、2008 年 7 月時点で 18 名の大学生村官
が任用されているが、その一つの試みとして、
同鎮龍降村で農業試験田を設置し、大学生村
官にその運営を任せることによって、同村の
農業生産利益を向上させて注目された。これ
は、大学生村官がその専門的な知識を活かし
て、郷・鎮の政府組織、村の自治組織、ある
いは農民だけでは従来は解決できなかった
諸社会問題に取り組み、結果的に農村の政治
社会の安定的な発展に寄与していることを
示している。 

第二に、大学生村官は農民へのサービスの
提供ばかりでなく、自らが中心となって企業
を創業し、農民との協力を得ながら、経済活
動を通して農村に富をもたらす「農村企業執
行官」としての役割を果たしていることであ
る。たとえば、江蘇省では、2007 年に 1,011
名の大学生が「村官」に任用されたが、その
中の 533 名が経営者・共同経営・株式投資等
の形式で起業し、368 個の経営組織が生まれ、
7,000 以上の就業先が新たに創出された。こ
れは、大学生村官が農村社会で生活する人々
との連携を深めて、民間社会のアクターとし
てその潜在的な社会的資源を活用している
ことを示している。 

他方、このような構造変動の過程において
少なからずの課題ももたらされている。たと
えば、①大学生村官に関する評価制度がまだ
十分に整備されていない状況、②大学生村官
による創業申請において問題のある事業が
多くなってきたという問題、③大学生村官が、
実質的に「郷官」になってしまう現象が起き
ていること等があげられる。とくに、大学生
村官が「郷官」になってしまうという現象は、
民間アクターに対する党・国家アクターが優

位する中国社会の特質を反映している。つま
り、大学生村官が「村官」でありながらも郷・
鎮といったより広域の行政システムの中で
仕事を行う中で、投資や企業誘致、新農村建
設の重点工程、耕地・水利施設の導入事業、
生態環境の整備、「上訪」による陳情の対応、
計画生育工作、治安維持対策といった郷・鎮
が管轄する仕事に忙殺されてしまう状況が
現出した。その結果、「村官」から「郷官」
になってしまい、大学生村官自信も「村官」
を足がかりとして将来的には公務員や政府
の事業単位の職員になりたいという意識が
高いという要因が加わり、むしろ「郷官」と
しての仕事を希望しているという状況もあ
るとされるに至っている。これらの問題は、
従来から論争点となっている自治組織とし
ての村と国家行政機構として村を管轄する
役割を担う郷・鎮との行政システム上の関係
性の在り方にも関わっており、基層政権の構
造的問題があらわれた根深い問題となって
いる。 

以上の考察から、新たなアクターとしての
大学生村官は、村政府の政策を支える党・国
家のアクターとしての側面、そして「農村企
業執行官」といった民間社会のアクターとし
て中層レベルの非政治的・半政治的なエリー
トとして活動する側面があり、国家・社会の
双方を媒介するアクターとして特徴づけら
れる。この結果、大学生村官は農村基層政権
の統治能力を高める役割を果たしつつある。 

しかし、それゆえに国家に従属した社会が
抱える問題をも内包させている。中長期的な
観点からみるならば、農村基層政権による統
治の在り方は、国家主導の経済・社会発展を
維持しながらそれが抱える構造的問題を内
在的に解決する自己変革の方法を見出せる
のか、あるいは農村社会のより自律的・民主
的な下からの社会建設を深化させることに
よってその限界性を克服していくのかの岐
路に立たされている。アクターとしての大学
生村官の多様な活動と今後の展開は、この問
題を考察する上で一つの試金石となってい
る。 
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